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Abstract

In generalthe printing machine of any type needs to be operated under the

mightyspeedcontroIwhichiscapableofregulating above50%ofitsspeed.Among

severaltypes of speed controlling system,the writertreatshereoftheonepresently

inmost extensiveuse,Which employs the wound rotor typeinductioIlmOtOr and

′aCCOmplishes
the controlthroughtheadjustment ofits secondary resistance.The

description extends to the generalaspect of semi- and full-autOmatic controlling

SyStem,tOuChing at thesame time the operationalfeatures of the printing presses･

〔Ⅰ〕緒

印刷機ほ印刷方法およびその

分けられる｡これらの印刷機のほとんど全部ほ動力とし

て電動扱を 用している｡印刷 に電動力を応用する上

でのど特長ほ50%以上の速度制御を要求されるものが多

いことである｡速度制御を行うにほ,直流機を 用する

方法,交流整流子電動機あるいほ巻線埜誘導電動機を便

用する方法などがある｡巻線型誘導電動機方式は米

おいて したもので速度制御を行 効に合場

ゝ
ヘ
ノ

に

が悪い

という欠点ほあるが,操作,保守が簡単で故障が少い上

に安価であるため米国および我国の大部分の印刷機には

この方式が採用されている｡

日立製作所では従来より各種の印刷機およぴその制御

置を製作し,その大部分に巻線型誘導電動方式を使川

しているので,ここにその一端せ甘助､する｡

印刷

｢ⅠⅠ〕印刷機制御方式の分類

の制御方式は手動,半首動,仝[働の3和に大

別できる(1)｡手動制御方式ほ電動機の起臥達転あるい

は速度 御を1箇の手動制御器で行う最も■簡単な方式で

あって,平圧機や円圧‡ の一部のものに托用されている｡

半自動制御方式は円圧機や小型の輪転機に主として採用

され,円圧機では電動機の寸行 転,連続運転,停止を

神釦スイッチで行い速度制御ほ岡按手動で制御器を操作

して行うものであり,醗転機においては微速用補■鮎電動
*

日立製作所亀戸工場

筏の寸行,微速および停止を押釦スイッチで行って,主

電動機の運転および速度制御は手動制御器による方式で

ある｡全自動は新聞輪転機およびその他の大型輪転枚に

用され,すべての操作を押釦スイヅチで行う方式であ

る｡

手動制御方式は現在では非常に簡単な印刷機以外にに

ほ使われず,･一般の電動機の制御となんら異るところが

ないので,以下主として半自動および全自動制御方式に

ついて述べる｡

〔ⅠIl]半 自動制御方式

この制御方式の一例として二回転印刷機および書黒輪

転機の制御装置について述べる｡

二回転印刷機は小部数の高級印刷物,すなわちカタロ

グ,パンフレヅトなどの原色版せ饉率的に印刷するのに

最も適した印刷機であって,紙質あるいほ印刷物の任斌

によって印刷速度を最低毎分20放から最高50放くらい

の間に 整する必要がある｡また印刷準備の工程で試刷

を見ながら正,逆の寸行違転を弥栄に行って 整をする

ため,寸行に隠し過大な起動電流が流れないように考慮

しなければならない｡葦1図(次頁参照)に二回転印刷機

の主回路接続図を示す｡本機の制御 置は可逆電磁接題

器とこれを操作する正転,正寸行,道寸行,停止の四点

スイッチおよび二次抵抗 を内蔵した手動制御器か

らなっている｡手動制御器は1pノッチあり,二次抵抗

を順次に短絡して印刷速度を10段に 整できる｡二次

抵抗の短絡部分はドラム型であり,二次抵抗はグリッ~ド
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J〃:巻線型誘導電動機

52ダ:正転用電磁接触器

52月:逆転用電磁接触器

49:過負荷継電器

月:二次寺庄抗器

34:手動別封器

第1国 主 回 路 ]宴 読 図

Fig.1. Connection Diagram of MainCircuit

for Two Revoluticn Letterpress
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Fig.2.

印 刷 横 用

Hand-Operated

Printing Press

手 動 制 御

Controller for

宕孟

第3図 二 回 転 印 刷 機

Fig.3.Two Revol11tion Letterpress

竃環

ーE･ 別冊第 8 号

J〝1:主 竃 薪 機

52ル7:主電藍鷹用電磁接触器

494:

点:

49〝:主竃懲慣用過負荷継電器 34:

〃弟:補助亡ま亀ラ標 月:

52ノ1:補助電動機用電磁接触器 75:
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Fig.4.MainCircuitConnectionDiagramfor

Rotary Letterpress

執こなっていて,いずれも頑丈に製作されている｡本制

御器にほノッチの位置が過大な起動電流の流れない範囲

にあるときだけ押釦スイッチの操作によって機械の運転

ができるようにインづトーロック接点を設けてある｡した

がって印刷 備の調整ほすべて過大な起動電流が流れな

い範囲のノッチで行われるため頻繁な寸行運転によって

電動機を焼損するようなことがない｡

書籍輪転桟はあまり印刷精度を問題にしない大請E数の

雑誌や書籍の単色印刷に用いられる印刷

に輪転機は

､
-
-

･
.
.
■

である｡一般

して,紙通し,試刷などのため

最高速度の2-5%の安定した微速運転をする必要があ

る｡この敏速運転を二次抵抗器の 整によってうること

はほとんど不可能であるため,普通は高速度で達転する

主電動機の外に起動および微速運転用の小馬力の補助電

動機を設備して遠心力クラッチにより主電動機と連結す

る方式をま采用している｡

ほ害悪輪転機の主回路接続図である｡オ機の制

御装丁毘は制御盤,手動制御器,二次抵抗器,電磁プレ←

キおよび押釦スイッチよりなっている｡押封]スイッチは

運転,寸行,停止の3種 であって任意の場所に設置で

きる｡手動制御器は9ノッチまである｡第1ノッチは補

専用であって,運転および寸行 はこのノ ッチ

でだけ電磁接触器を操作できるようになっている｡した

刷印て､
-
､-刀 備の際の寸行違転はすべて補助電動機だけ

で行われる上に,運転ほかならず微速より開始されるこ
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ととなる｡手動制御器を第2ノッチに進めると主電動機

が二次に仝抵抗を挿入した状態で起動するが,補助電動

機は電源に按妄 されたままであるため回転を l

●

の状態でもし補助電動機よりも主電動機の速度が早くな

れば遠心力クラッチが自動的にはづれるようになってい

る｡第3ノッチに進めると補助電動機は 源より切離さ

れて停止する｡第4ノッチ以下で二次抵抗は順次に

第5図

Fig.5.

■書籍輪転機用手動制御器
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Rotary Letterpress
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Fig.7.
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グ ラ ビ ア輪転機の 概略 図

Skeleton Diagram of Web Gravure

Press

され所望の印刷速度になる｡手動制御器を逆に回せば上

述の説明と全く逝の順序で機械は停止される｡電磁プレ

←キは補助電動機の起動と同時に解放される｡ブレーキ

は微速運転から停止してもかからないようにして,機械

に不必要な衝撃を与えないようになっている｡

一般に輪転機ほ停電時などを考慮して手動運転ができ

るようになっているが,手動用ハンドルを機械に挿入L

たときに自動的に電磁ブレーキが解放されると同時に電

気操作がいつさいできなくなるようにして危険を予防す

るのが普通である｡

〔ⅠⅤ〕全 自動制御方式

各種の大型輪転機ほすべて全自動制御方式を採用して

いる｡大型輪転機も本質的にほ小型輪転撰と異らないの

で,その運転方式ほ書籍輪転機と大差ないが,機械が大

型であるため据付面積も大きく作業員の数も多くなる｡

したがって全部の操作を押釦スイヅチによる遠方制御と

するため,手動制御器の代りに電動制御器を採用すると

ともに,危害予防のための警報装置が設備される｡電動

機も主電動
,微速用補助電動機以外に多数の補助電動

機が必要となる｡一例として第7図に概略図を示したユ

ニット型多色グラビア輪転機ほ,給紙部のリトル回転周,

リール左右移動乱巻紙ブレーキ調整用,庄胴上下用,

インキング用,各ユニット印刷部の左右前後移動用,乾

燥装置 風磯田などの補助電動機を必要とし,電動機総

数が数十台におよぶものがある｡新聞輪転機は印刷貢数

の変更により,また多色刷輪転機は二色刷あるいほ四色

刷などの別iこより,印刷ユニットの組合せを変更するた

め数台の電動制御器を接ぎ合せたり切離したりするとと

もに操作回路を切換える必要を じるためこれら輪転機

の制御装置ほほなはだ複雑となる｡

主電動機および微速相補助電動楼の主回路の接続ほ第

4図と同様であって,単に手動制御器が電動制御器にな

るだけである｡主電動機関係の押釦スイッチほ警報,運

転,寸行,昇速,降速,停止の7種

止より寸行運転あるいは速

である｡機械を停

するにほかならず讐

報釦を押さねばならないように,インターロックしてあ

る｡また寸行およ はすべて微速用電動機

で行われ,電動制御器の第1ノッチでだけこの操作が可

能であるようになっている｡したがって主電動機ほつぎ

のような順序で運転状態に入る｡

警報釦を押すと警報が出て同時に電磁ブレ←キが解放

される∴運転釦を押すと微速用電動機が起動し,同時に

警報は停止する｡昇速釦を押すと電動制御器のノッチが

進み主電動機が二次に仝抵抗を挿入した状態で起動し,

昇速釦を押したまゝでいると順次にノッチが進んで二次
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第8図

Fig.8.

第9図

Fig.9.

第10図

Fig.10.

グ ラ ビ ア翰転機用制御盤

ControIPanelfor Web Gravure

Press
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Rotary Press

グ ラ ビ ア報転機用操作机

ControIDesk for Web Gravure
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第11図

Fig.11.

グ ラ ビ ア 輪転機

Web Gravure Press

第12図 印刷棟用巻線型誘導電動機EFO型DR式

Fig.12.Type EFO From DR Wound Rotor

Induction Motor for Printing Press

抵抗が短絡されて速度が上昇し,途中の適当なノッチで

微速用電動機は停止する｡この場合の遠心力クラッチの

作用ほ書 の場合と同様である｡所望の印刷速度

に達した噂昇速釦を押すことをやめると電動制御器はそ

のノッチで停止し,そのまゝ運転を続ける｡

通常の停止ほ降速釦を押して電動制御器を逆転し,前

と仝く逆の順序で微速運転の状態としてから停止釦を押

して行うようになっている｡印刷中に紙切れが生じると

紙切用デテクタが動作して機械はたゞちに停止する｡

電磁ブレーキは主電動機の運転中に停止釘を押したと

きおよび紙切用デテクタが動作したときだけかゝるよう

にして 械に不必要な衝撃を与えないようになっている

ので寸行運転あるいは微速運転から停止しても電磁ブレ

ーキは解放されたまゝである｡

第8図にユニット型グラビア輪転機用制御盤,第9図

に電動制御器,第1咽に操作猥を示す｡制御盤に取付け

た富竃接触器は精選された材料を佐川Lて製作されたも

ので, 命が長く動作が円滑である｡電動制御器ほカム

塾であって,歯軍を切換えることによって手動操作が可

能である｡抵抗器はグリッドを使用し,可燃性の紙を取

扱う工場に設置されるものであるから温度上昇ほ特に低

く設計されている｡

､
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大型輪転 に設備される他の締助電動機はすべて押釦

スイ､ソチにより遠方制御されるのであるが,大部分のも

のほ普通の運転,停止あるいは逆転を行うだけであるか

ら,その説明ほ省略する.｡

〔Ⅴ二1割

印刷摺は上述のごとくヨ

御 器 具

転されるのであるが,これに

任用する制御装置の良否ほたゞちに印 ヒヒ恰川m脚 な影

響を与えるので精選された制御器具によって構成される

必要があるu

日立製作所ではつぎの点に十分な考膚をゴムって多数の

制御 置を製作納入し好成鱈で稼動している｡

(1)抵抗器は各ノリチ間の速度差がなるべく等しく

なるように設 して,印刷速度の選定を容易にする

とともiこ加速を円滑にしている｡

(2)抵抗器は燃えやすい紙を扱う場所に設置される

ものであるから温度上昇を特に低く設計している｡

実用新案 弟409649号

3,000-3,600rpm

新 案 の

(3)電磁接触器は多年にわたる研究と経験の結果に

より設計型作された高性離のものを使用しており,

開な繁煩 に耐える｡

1二ⅤⅠ~〕 ー富

印刷‡卦こ対する電動功の応用について,誘導電蘭 を

使用した場合の基本的な制御方式につきその概略を述べ

た｡

輪転機においては上述以外に,印刷の刷上りをよくし,

歳率をあげ,紙の歩留りを向上するた妃には高速度のま

祇を交換することのできる自動糊付装置,多色印刷

の白劫見当合せ装置あるいほ紙張力自動調整装置,乾燥

装置などの問題があるが,これらについてほべつの機会

にレ1〕ずる｡
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紹 介

高速度誘導電動機回転

量容大の 高速度 導電動機におけ

る回転子線輪の端部1は,第1図に示すようにその内部

を支持環2により,また外 を保護環3により密封抑圧

されているので,通風が行われザ過熱し易いきらいがあ

る｡本案はこの点に み,第2図に示すように線輪端部

1のほゞ中央部に段部Aを設け,線輪間に通風間隙βを

形成すると共に,支持環2および保護環3の前記間隙に

対向する部分に,環状薄4および5を設けて,間隙βの

上下を全周にわたり連通し,かつこれら環状溝を回転

の通風渾8および保護環3の外部に開通する小数の通風

孔6および7を穿設したものである｡もL･保護環3およ

び支持環2に,線輪間隙月の だけの通風孔6および7

を穿設した場合は,これら保護環および支持環の機械的

強度を脅かすことがあるも,水 においては 4お

よび5を設けたため,通風孔6および7の数を減少する

ことができ,しかも最も過熱しやすい線輪端部1の[~l~-央

部の通風冷却を有 をこ行 のる

と
｢
ノ

ーレ

あカ果 る｡

(滑川)

-

崎野＼′

却冷輪線子

男

装

川 清

第 2 図
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気検出装置は感度の 高
l

特 許 の 紹

グロ
ー放電型漏気検

い点では陽イオン電子放

洩換知器と同じであるが,陽イオン電子放出の大

なる白金を使用する必要なく,また陰極加熱装置も不用

であるという点で試験現場向きであり,この種の測定器

の普及に役立つこと大なるものである｡図において1は

被検出ガス(真空容器例えば水銀整流器のタンクから内

圧法によって漏れるガス)の導入口端,2は導入ガスを

陰極3に向って衝き当てる誘い孔,4は3を中｣L､とする

同心円筒状の陽極,5は排気管,6は排気ゴム管で1,2,

5などは一体の容器として構成され,Gはグロー放電室

を成し1はCの一方端に,また5は他方反対端に,また

2は1に続いてGの内部に突出し3および4はG内に封

着支持される｡′1,′2ほ導出端子部を成す｡βCは直流電

源で線分エ1およびエ2ならびに直列抵抗7,マイクロ

アンメ←タオ仇4などによって外部電源回路を構成する｡

口端1ほ内圧法によって供 器の内部から漏れる特殊ガ

スを捕えるた捌こその外壁面上をトレースするものと

し,そのときゴム管6は真空ポンプに連結してG内は排

気される,したがって1端が 気箇所にいたればガスは

1から2を経て吸い込まれ3に衝き当ってそこを通過し

5から6を経て抽き出されることになる,3と4との問

にほ勿論直流電圧が附与されている｡

しかして3と4との間が幾何ボルトで放電しそのとき

の電流が幾ミリアンペアになるかは 洩ガスの質がきま

ればほぼガス量に比例する｡:本発明においてはこのガス

量の変化を鋭敏に検知するた捌こつぎのような配慮をし

た点が特長である｡すなわち第2図のA,βほ3,4間の

グロー放電の電流と端電圧との関係を示す負荷特性曲線

に似たもので,lイほ抵抗7を含む回路のいわゆる供給

特性曲線であって,それらの会合点ガおよびプほ異なる

漏洩ガス量における放電電圧および電流を区別する｡今

ある漏洩ガス量零またはそれに近い状態における負荷特

性曲線がAであるとし,抵抗斤の特定値によってきまる

供給特性曲線がlイであるとすれば放電電圧はl㌔であ

ってそのときの 加わ1の指示値は左 である｡つぎに少

量の特殊ガスの漏洩導入によって曲線がAからβに移

ると,ガはツに移り電流は左からんに増加する｡

の電流の変化は朋夙によって見分けられるわけで, こ
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の結果とそのときの口端の位置から漏洩箇所を直ちに知

ることができるのである｡感度を高くするにはlイなる■

両線が特性曲線=』,βの負性部分になるべく並行し,か､

つ曲線月,βほなるべく電流軸に並行になっていること

が肝腎であるが,この発明によれば抵抗7の調整とグロ

ー放電の初期段階を利用するキとによってそれがきわめ

て容易に行われ得る効果がある｡なおこの発明品によれ_

ばガイスラー管のようなグロー放電でほ到底険測し得な

い程度の高度の真空においてきわめて微少なる

高

洩をも一

度をもって判別できる利点があり,グロ十放電によ

って高度の真空度を知るのに今日まで電流計器を用いで

やる例がなかったことなどからしてその発明性の大なぁ

ことを知り得るであろう｡ (宮崎)′
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